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Abstract
	 	 Vocabulary	 knowledge	 is	 an	 important	 part	 of	 measuring	 EFL	 students’	 overall	 language	 ability.	
Generally	vocabulary	levels	are	assessed	by	measuring	receptive	knowledge.	However,	to	train	language	
learners	 to	 become	 genuinely	 capable	 communicators,	 it	 is	 essential	 to	 measure	 not	 only	 receptive	
knowledge	but	also	productive	knowledge.	To	accomplish	 this,	Laufer	and	Nation	（1995）	developed	the	
Vocabulary	Size	Test	of	Controlled	Productive	Ability	（VLT-CPA）.	Unfortunately,	 this	 test	has	proved	
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words（Thorndike	 and	 Lorge,	 1944）、General	 Service	














Nation に よ る 語 彙 レ ベ ル テ ス ト（Vocabulary	 Levels	
Test;	VLT,	Nation,	2001;	Schmitt,	2000;	Schmitt,	Schmitt,	
and	 Clapham,	 2001）、Meara	 and	 Buxton（1987）の
チェックリスト・テストなどが、また発表的語彙力を測定
するテストとして Laufer	 and	 Nation（1995）の語彙頻度
プロフィール法や統制的発表語彙サイズテスト（Vocabu-
lary	 Size	 Test	 of	 Controlled	 Productive	 Ability:	 VLT-














れないこと、といった 3 条件を満たす必要があり Edin-








3,000語 レ ベ ル、5,000語 レ ベ ル、10,000語 レ ベ ル、Aca-
demic 語レベルの 5 種類から構成されている。Nation
（1990）では 3 つの定義文と 6 単語の選択肢から構成され
た設問が 6 組ずつあり18点満点であったが、Schmitt,	 et	
al.（2001）では10組ずつ用意され30点満点となった。これ
らのレベルの単語は、Thorndike	 and	 Lorge（1944）の語
彙リストから、West（1953）の General	 Service	 List と
Kucěra	and	Francis（1967）の頻度表を参照して層別抽出
されている。このうち、2,000語レベルの単語は最初の
1,000語と次の1,000語から 1 ： 2 の比率で抽出され、Aca-


































VLDT は Test-A～D の 4 つの並行テストがあり、各テス
トは 5 つのパラグラフからなる文章で構成されている。
ターゲット語は、導入パラグラフ（基本語彙 1 ～500語）、












性を検証した。VLDT の Test-A と Test-B を原版のまま
実施し両テストの相関係数と平均得点の差異を検討した結
果、Test-A と Test-B の相関係数は0.79あったものの、フ
レーズの中に含まれる単語数が多いことによる Test-A の
課題の困難さが明らかになった。そこで、VLDT の困難












　今井・三根（2011）は CELT を外的基準として VLDT
の語彙力テストとしての信頼性と妥当性の検証を試みた。
また、VLT と VLDT の成績を語彙サイズに換算すること
で受容語彙力と発表語彙力の比較を試みた。VLT から推
定される語彙サイズに比較して、VLDT の Test-A、B、D




























Nation,	 1995）は、受容語彙を測る VLT（Nation,	 1990）
をベースに開発された、発表的語彙の測定を目的としたテ
ストである。一般的に、このテストは Productive	 Levels	
Test と略称されているが、ここでは VLT を元にした統制
統制的発表語彙サイズテストの分析 3
的発表能力テストであることを明確にするため VLT-CPA





語、University 語、5,000語、10,000語の 5 レベルがある。






使用できることを示している。VLT-CPA は Version	 C と
呼ばれるオリジナルテストに加え、 3 つの別バージョンの
テスト形式の中から、Laufer	 and	 Nation（1999）による
信頼性分析の結果に基づいて Version	 2が作成され、 2 つ
の並行テストが採用された。
2.4  日本人 EFL学習者における VLT-CPA
　Waring（1997）は、受容的・発表的語彙知識の性質に
着目した。日本人 EFL 学習者に対し受容的語彙知識を測

































　研究協力者は英語専攻の大学 2 年生で秋学期に週 1 回90
分のリスニング科目を受講した女子学生である。秋学期末





32点以下を CELT-Low 群（56名）とし33点以上を CELT-
High 群（57名）とした。
























　Table	 2は CELT の平均得点に基づいて研究協力者を高
得 点（High） 群57名 と 低 得 点（Low） 群56名 に 分 け、
VLT、VLDT、および VLT-CPA における語彙サイズの
差を t 検定（df ＝111、以下同様）で比較した。すべての
テストの下位尺度において高得点群の方が統計的に 1 ％水
準で有意に高い語彙得点を示した。







とくに、CELT 低得点者では VLT-CPA は VLT サイズの
42％にしか達せず、高得点者の語彙サイズよりも30％近く
低い有意な差（t ＝5.62）を示した。
4.2  CELTと VLT-CPA













4.3  CELTと VLT
　Table	 4は CELT 高得点群と低得点群における VLT 得
点の差をまとめた。CELT 高得点群は2,000語と3,000語レ
ベルを合わせると30点満点中80％の正答率を超えた。





Table 2　CELT High 群と Low群での語彙サイズの差





4.4  CELTと VLDT
　Table	 5は CELT	 高得点群と低得点群における VLDT
の各パラグラフの得点の差をまとめた。採点の対象となる
ターゲット語は第 1 パラグラフから第 4 パラグラフまで各
20語ずつあり、合計80点満点で採点された。第 1 パラグラ
フ（基本語彙501～1,000語）では全体の約65％の正答率だ
が、第 2 パラグラフ（1,001～2,000語）、第3	 パラグラフ









語彙力を測定する第 4 パラグラフにおいても第 2 および第
3 パラグラフと大差のない平均正答率に達した。第 4 パラ
グラフにターゲット語として配置された語の中には、
Longman の辞書では S1または S2、W1または W2といっ
た1,000語～2,000語にランクされている語も含まれていた。
4,000～6,000語レベルのターゲット語にこのような単語が































Table 5　CELT High群と Low群での VLDT得点の差
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